
周辺には建部大社や石山寺など著名な寺社が
みられる。
瀬間唐橋の南にある雲住寺から東に上ってい
く道治ある。この道は勢多駅家と考えられてい
る堂ノ上遺跡の前を通り、ほどなく北に直角に
折れ史跡近江国庁跡へと到る。
ここは近江一国の政治を所管する役所で、奈
良時代から平安時代にかけて、この地に存在し
ていた。
発掘調査によって瓦積み基壇をもっ前殿と後
殿と、その南側左右に脇殿のあった政庁域のほ
か、周辺にも中路遺跡 ・青江遺跡 ・惣山遺跡
瀬田廃寺などに国庁に関連する諸施設が展開し
ていたことが判明している。
古代においては近江国の中心地であったこと
を考古資料は雄弁に物語っている。

[アヲセス]

・京阪電鉄/石山坂本線「唐橋前駅J下車徒歩5分
・JR琵暫湖線「石山駅」下車徒歩 10分

雲住寺から堂ノ上遺跡に向つてのびる遭

[もっと詳しく矧Dたいひとへの案内]
(関車文献/関車施耳目

-小笠原好彦編 『瀬図唐繍』大奥出版平成2年

瀬田唐橋

瀬田唐橋

瀬田唐橋は琵琶湖瀬田川の東西を結ぶ唯一の

陸路であった。

「唐橋を制するものは天下を制する」といわれ

るほど京都の喉もとを握る交通 ・軍事の要衝であ

ることから数多の戦乱の舞台として、藤原秀郷の

ムカデ退治といった民話の題材として、あるいは

芭蕉らの歌 句に詠まれるなど多くの文学に登場

し、近江八景の一つ 「瀬田タ照」の舞台として、

ことわざ 「急がぱ回れ」も生んだ。

日本史上で他に例を見ない穫に著名な水と道の

交わるところ。生み出された数々のエピソードも

また水の宝である。
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